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①「主体的・対話的で深い学び」の
視点に立った授業の推進

2.9

②専門力の向上と基礎学力の定着す
るような指導を図る。
（部・学年・教科・学科と連携）

2.2

③学習意欲の低い生徒，成績の思わ
しくない生徒へ指導を工夫する。
（教科，学年と連携）
④学年と連携し，家庭学習の促進・
充実を図る。（宅習調査の活用）

2.6

事後指導を行い、成績特別指導の改善が図
られたが、欠点保有者への対応があいまい
な部分が多かった。
宅習調査の活用を形にすることを検討すべ
き。

⑤始業時　８：２５着席と授業開始
前の着席の推進を図る。
（チャイム　ｔｏ　チャイム）

2.8
以前よりかなり良くなってきたが、25分
に間に合わない生徒への指導の仕方を検討
することが必要。

(2)授業時数の確保 3 授業時数の確保 2.5
授業カットが多い曜日（火曜）の改善をす
る必要あり

(3)学校行事の運営 3
①計画的に行事を運営する。②学校
行事を工夫する。

2.7
「計画的に」が機能していない。途中で行
事が入ったり、曜日・時間割変更があるこ
とが多い感じかした。

(4)情報の活用 3
　教育活動の情報を活用するため，
情報化推進係と連携する。（職員連
絡票，成績関係）

2.8

①全職員が共通理解を持って生徒指
導を行えるような研修、資料作成等
を行なう。

3

②保護者、生徒が学校の指導方針を
良く理解し、「宮農ブランド」確立
に向けて共に歩めるように、積極的
に情報発信を行い、綿密なコミュニ
ケーションを図る。

2.8

①規範意識の高い生徒、礼儀正しい
生徒(服装・言葉遣い)の育成を図るた
めに、立ち番指導、容儀指導をはじ
め、日常的な生活指導を充実させ
る。

3.1

②各校務分掌と連携して、基本的生
活習慣が確立されていない生徒が生
活改善できるようにサポート体制を
整える。

2.7

①1年生全員部活動制が生徒指導上有
意義と捉え、今年度も制度を維持す
る。また、定期的に活動調査を行
い、定着率の向上を図る。

2.7

②本校における部活動活性化及び強
化の在り方について、環境面、予算
面から今年１年で方向性を打ち出す
よう努力する。そのために、定期的
に部顧問会を開催する。

2.5

③誰からも応援される部活動作りを
目的に、定期的に部活動生集会を開
催して指導を行う。

2.4

①自ら考え、自ら実行する生徒会活
動を目指す。

3

②生徒会活動・各種委員会活動を通
して、行事等へ自主的・積極的に参
加する生徒の育成を図る。

3

①登校指導や交通法規、交通マナー
の指導を徹底する。

3

 ②情報モラル教育の指導を行う。 2.6

①出身中学校及び近隣校、各公的機
関などと情報交換を密にし、積極的
に連携を図る。

2.8

関係機関、本校保護者とは良好な関係が築
けていると感じるが、本校からの情報発信
の機会が不足している現状が有り、生指部
通信などの情報発信の機会を増やしたい。

②家庭と学校との関係強化のため
に、どのような相談や問題にも真摯
に向き合い、信頼を得られるように
努力する。

3

①学年会との連携を図り、効果的な
指導を行う。

3.4

②ＬＨＲ・総学など３年間を見通し
た指導を行う。

3.1

③進路ガイダンスを実施し、内容を
充実させる。

3.3

④オープンキャンパスや各種講座の
有効活用を促進する。

3.3

⑤進路意識調査を毎学期実施し、生
徒理解につとめる。

3.4

⑥進路便りを定期的に発行し、進路
意識の喚起を図る。

2.7

⑦進路委員会の活性化を図り、生徒
自らが情報収集に努める姿勢を醸成
する。

2.7

⑧進路実現のための学習指導を実施
する。

3.1

⑨生徒理解のための面談を実施し、
記録する。

3

⑩模擬試験を実施し、自己の学力の
点検と課題を理解させる。

2.7

⑪面接指導を実施する。 3.4

⑫就職指導の徹底を図る。 3.4

⑬進学指導の徹底を図る。 3.5

・積極的な取組により進路が早期に決まること
は高く評価できると思う。新しく入学を希望す
る生徒・保護者にとっても関心の高いところで
あるので、引き続き積極的な取組が期待され
る。

・生徒の進路指導では就職・進学も含めて先
生方は多大な努力をされていることと思いま
す。宮崎農業高校の生徒を見たとき、礼儀正
しく学習意欲に富んだ生徒が多いと感じてい
ます。これからも生徒の適性を見ながら指導し
ていただき、大学でも、その適性が発揮できる
よう取り組んでいきたいと考えています。

3.0

2.8

2.9

２学期の生徒会行事は例年以上の好評価を
いただいた。次年度は祝日が増える関係で
行事日程の見直し、精選が必要となる。生
徒会活動の充実と行事の精選が両立できる
ように今から検討が必要。

各部評価　　　４・・・計画どおりできている（８０％）
  　　　　　　　　３・・・概ねできている（６０％）
  　　　　　　　　２・・・どちらかというとできていない（４０％）
  　　　　　　　　１・・・できていない（２０％）

学校評議員からの意見・提言
及び学校評価

・各部共通の課題として、８時２５分の時間を
守ることが課題となっているようである。基本
的なルールである時間を守るための意識付
け、生徒自身の意識改革を期待したい。

・改定に向け積極的に「カリキュラムマネジメン
トとアクティブラーニング（主体的、対話的で深
い学び）」の取組が進められていることはすば
らしい。入学時、卒業時に生徒の資質や学力
の状況を把握し、３年間の伸びがあると良い。

・授業時数の確保（評価２．５）が気になる。
・途中で行事が入ったり、曜日・時間割変更が
あることが多い感じかしたとあるが、結局どう
なったのか。（学校：行事の精選及び見直しに
ついて活性化委員会を組織し改善に取り組ん
でいる。）

・授業を進めるにあたって、学力面で中学校卒
業時にもう少し身につけてほしいものは何か、
中学校との連携は何かあるか知りたい。（学
校：中高連携は様々あるが、学力向上に関し
ては、数学など中高合同の指導力研修会を開
くなどの取組がある）

・数年間生徒会役員の活動を垣間見てきた
が、よく活動していると感じた。

・１年生全員部活動は特別な事情がない限り
続けていただきたい。人間は多くの人間の中
で生きているのであって、人のコミュニケーショ
ン能力は人との間で形成されるものと考えら
れるからです。

・容儀や規範意識、遅刻など教職員の共通理
解が大切。情報を共有し、取り組んでもらいた
い。

・情報モラル教育について具体的な指導内容
及び生徒の実態を伺いたい。＜SNS発信と個
人情報についても含む＞（学校：情報モラルは
日常的に指導を行っている。また、SNSトラブ
ルの未然防止のため、生徒向け研修会や講
演会を年間、複数回実施している。）

・携帯電話、アルバイト、部活動などの内規の
見直しについて具体的にどのような変更を考
えているのか伺いたい。（学校：生徒や保護者
の多様なニーズや携帯電話を取り巻く情勢も
急激に変化しているため、改定に向け検討し
ている。）

3

７月に「カリキュラム・マネージメントと
アクティブラーニングを踏まえた授業実
践」をテーマに実施。９月の研究授業（１
１名）では延べ７７名が参観。研修内容が
授業実践と直結するものを望む声が多く、
来年度に活かしていきたい。

反　　省

努　力　目　標 具　体　的　な　取　組　み

(1)学力向上と学習指導
の創意・工夫

2.9

2.9

2.5

①「いじめはどこでも起こりうるも
の」という前提の下に、本校いじめ
防止基本方針に決められたとおりの
活動を行う。

生徒の登下校時の事故が多い。生徒自身が
危機管理ができていない。交通面に限ら
ず、様々な安全情報を生徒・保護者へ発信
する必要がある。

3.0

容儀規定をはじめ、生徒指導内規について
職員間で解釈のずれが生じている。職員研
修等で全教職員が同じ目線で生徒指導に当
たれるよう工夫したい。

部活動の在り方、活性化、強化など現在検
討中。今年度中に計画をまとめ、部顧問会
などで意見を伺いたい。

3年間を見通し
たキャリア教育
を体系化するこ
とにより、進路
意識の明確化を
促し、生徒の進
路目標の達成を
図る。

教
務
部

進
路
指
導
部

基　本　方　針

生
徒
指
導
部

　本校教育方針
に基づく教育課
程を編成し，学
力向上を図るた
めに，各部・各
教科・各学年と
連携を密にし
て，問題解決能
力を育成する教
育を行うととも
に個に応じたわ
かる授業の推進
に努める。

生徒指導の重要
性について全職
員の共通理解の
もとに一体と
なった指導を行
う。また、生徒
一人ひとりの個
性伸長を図りな
がら、人として
の「在り方」
「生き方」を考
えさせ、思いや
りを持った心身
ともに健全で人
間性豊かな社会
人を育てる。さ
らに、社会生活
に必要な規則を
遵守する習慣と
自主・自律・責
任感を培い、良
識と勇気ある態
度を育成する。

2.9

3

(4)生徒会活動・各種委
員会活動の充実

(5)交通安全・情報教育
モラルの指導徹底

（７）いじめのない学
校づくり

3

生徒の進路意識の喚起

進路達成のための取り
組み

(2)基本的生活習慣の確
立及び規範意識の向上

3

○３年生の進路決定に向けて、多くの先生
方に、進学課外・面接・小論文・口頭試問
などの指導をしていただき、有り難うござ
いました。12/11現在の進路決定率は
91.4％です。
○３年学年会と協力しながら、生徒情報を
含む情報の共有化に努め進路指導にあたっ
てきた。
○ガイダンスについては、１月に３年生に
よる進路体験発表会、２月に進学座談会、
また、1年生は12/19に「就職・進学体
験フェア」、2年生は2/8に「就職ガイダ
ンス」に参加することになっている。さら
に１・２年生より進路希望別集会などの要
請があれば対応したい。
○２月に１・２年生対象に作文模試を実施
するが、その添削結果を今後につなげた
い。
○進路委員会の活動の一つとして、進路便
り「サクラサク」を第５号まで出してい
る。
○３年夏休みの全員課外については、生徒
の動きが把握できるように改善し、昨年か
ら実施した国公立大の受験生徒への対応に
ついても、直前まで実施できた。
★課題として、国公立大希望者の早期掘り
起こし、実力テストの在り方、模試の活用
の仕方などが挙げられるが、検討していき
たい。

3

本校のいじめ根絶への取り組みについて、
分かりやすいリーフレット等を作成して、
職員、保護者へ周知徹底をはかりたい。
その他
　携帯電話、アルバイト、部活動、制服な
どの内規を見直す時期に来ている。今年度
中に道筋を作りたい。

(1)“分かりやすい”生
徒指導の実践

3

平成３０年度
学校評価

各校務分掌評価

朝の立ち番など常時指導を行い一定の成果
は挙げられた。しかし、８：２５過ぎての
駆け込み登校が多いなど、課題は多い。学
校挙げての遅刻指導等、体制作りが必要と
感じる。

(3)部活動の活性化

(6)地域、家庭との連携
を図る
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学校評議員からの意見・提言
及び学校評価

反　　省

努　力　目　標 具　体　的　な　取　組　み基　本　方　針

① 各学科・各部門における特色ある
教育の明確化

2.5

② 教育内容の充実のための主体的な
職員研修の実施

2.3

③ 特別会計の活用の推進 2.6

④ 社会の進展に応じた教育に対応で
きる施設・設備の充実

2.3

① 農業クラブ活動の充実 2.8

② 関係機関や地域との連携による教
育の推進

3

③ 環境教育・安全教育の充実 2.4

④ 専門学習の深化を図る資格取得の
推進

2.8

①日常的な生徒の心身の健康状態の
把握と適切な指導

3.7

①毎日の各HRでの健康観察で把握できて
いる。また、年々保健室利用者が増えてお
り、細やかな保健指導や相談活動に努めた
い。

②健康診断の事後処理の徹底と生徒
の健康の保持増進

3
②健康診断の結果に基づき、日常の保健指
導に努めている。

③生徒の安全意識の向上 3

③心肺蘇生法の講習会や保健委員による月
１回の安全点検などをとおして意識の向上
に務めた。

④健康教育の充実 3.4
④薬物乱用教室、性教育講演会などの企
画・運営を行った。

⑤保健委員会の活性化 3.4

⑤保健便りの発行、日常の健康観察簿の提
出、文化祭での展示発表など意欲的に取り
組んでいた。

①読書案内、レファレンスサービス
に努める。

3.7

②朝の１０分間読書の充実を図る。 3

③各種広報を通して生徒の読書意欲
の喚起に努める。

3

④図書閲覧室の、ＨＲ活動や授業に
おける利用を促進する。

2

⑤新入生に図書オリエンテーション
を実施する。

4

①図書館内外の静粛で清潔な環境作
りに努める。

3.7

②生徒の就職・進学の準備に役立つ
図書資料を整える。

3

③蔵書に関する各種のデータを適正
に管理する。

3

④生徒・職員の利用実態に即した図書の選定・購入を計画的に進める。3

①視聴覚教材、機材の整備・管理を
徹底する。

3

②視聴覚教材、機材の活用を促進す
る。

2

①図書委員会の活動を促進しＨＲと
の連携を図る。

3

②くろがね祭に積極的に参加する。 3

①各種専門委員会及び学年・学級な
どのPTA諸活動の活性化と充実を図
る

3

②本校発展のための協力体制を確立
するため、同窓会(くろがね会）会員
相互の連携を図る。進路について指
導・協力を求める。

2.5

③県高P連・中地区の各高校PTAとの
情報交換及び交流を進め、諸活動の
充実を図る。

3.5

①通常清掃で普通科棟の清掃指導を
徹底する。

2.8

②通常清掃で特別教室棟の清掃指導
を徹底する。

2.8

③通常清掃で外庭の清掃指導を徹底
する。

2.7

④大清掃での清掃指導を徹底する。 3.3

⑤清掃用具の整備、愛護に努める。 3

①ゴミの分別指導を徹底する。 3.3

②学校への持ち込みゴミの持ち帰り
指導を行う。

2.6

③授業など生徒の教育活動が環境の
美化からはじめさせるよう努める。

2.9

(3)美化委員会の活性化 3 ①美化委員会の活動を活性化する。 2.9

3
①各学年におけるＬＨＲ等を通じ、
人権学習の充実を図る。

3

2 ②職員研修を企画・実施する。 2

2
③人権啓発資料（人権便り）を発行
する。

2

3
④人権同和教育関係の研修会・大会
への積極的参加を推進する。

3

・人権学習教育については、学校教育の基礎
となるところである。意識して、意図的に取り組
むことが大切であり、係にまかせるのではな
く、管理職も積極的に動くことが必要だと思う。
（学校：人権学習関連の研修会や講演会への
積極的な参加呼びかけをしていきたい。）

・教育機関として、将来の後継者または指導
者育成にあたり、ＧＡＰやＩＣＴを活用した取組
は、さらに重要になってくると考える。今後、さ
らに積極的に取り組んで頂きたい。

・スマート農業は、農水省も積極的に推進して
いてイベントが開催されているので、ぜひ参加
してほしい。

・教員の研修については、新学習指導要領に
向け、これから工夫した取組が必要になる。力
のある、学び方の身についた生徒を育てる意
味でも型にとらわれない研修も取り入れてほし
い。（学校：研修は専門分野ごとに県内農業高
校教職員対象に実施している。また、今年度
より、実習教師向けのコンプライアンス及び技
術研修等も新たに実施し、取り組んでいる。）

・環境教育、安全教育は学校の特色から一番
必要と思われるところではないか。今までの課
題を見直してほしい。

・書籍だけに留まらず社会性を育むため、新
聞への関心を深められるとよいのではないで
しょうか。例えば「人権教育」の項でＬＧＢＴに
関心を示す生徒が多いように「今の社会」でみ
えるのは、新聞だったりするのではないか。
（学校：本校でも社会科が中心となり、ＮＩＥ教
育を行っている。）

・１年生の貸し出し数増は良いことだが、読書
の推進の中で閲覧室利用の低さが気になる。
（学校：図書エリアコーディネーターの助言をも
らい、読書活動の推進に取り組んでいる。）

・視聴覚教材、機材の活用を促進することにつ
いて、教職員の授業研究とつないで活用を促
進してほしい。

①学科間の特色の明確化Ｂ，Ｄのすみ分け
できているのか。
学科間の調整等が必要。
②職員の研修の時間がとれなかった。ド
ローンなどスマート農業に対応できるよう
な研修を実施していく必要を感じている。
③納品に関する時間を要するようになり、
計画的な管理が難しくなりつつある。
④特別会計を積極的に行い、さらに施設設
備の充実を進めて欲しい。
ＧＡＰに対応した農場整備が必要。
即売会での生産物が少ない。
②インターシップや各種イベントを通して
農家や関係機関との連携を図られた
参加するイベント、行事等の精選が必要な
時期とも考える
③各学科の専門性の資格取得に向けた課外
等行いサポートができた

3

・各委員会での研修会では、多くの保護者
が参加され充実した研修会ができたが、日
程等で調整が必要なところもあった。ま
た、目指す生徒像に掲げている「学校に誇
りを持てる生徒」の育成と意識付けが今後
の検討課題。
・インターンシップや生産物即売会など
で、本校卒業生の協力をもらい連携を図っ
ているが、さらなる連携を進めていきた
い。
・全国高Ｐ連・九州高Ｐ連・県高Ｐ連・県
中地区・農水部会などの研修会や講習会な
どにも積極的に参加をしていただき、交流
も盛んにできました。来年度は、農水部会
の事務局校になるので、準備なども今後進
めていきたい。

生徒の学習活動
を手助けし豊か
な人間性の涵養
に資するべく魅
力ある図書館づ
くりに努める。

各種専門委員会の活性
化、保護者・同窓会と
の連携

生徒の健康の保
持増進をはかる

3

・生徒の読書意欲を喚起するため、色々な
視点から「おすすめコーナー」を設け、貸
出につながっている。
・クラス用のＣＤプレーヤーが老朽化して
きている。来年度新規購入の必要あり。
・農業関係の専門図書の充実が今後の課題
である。
・１年生の貸出件数が増えてきた。
・生徒の希望図書を部内で検討し、なるべ
く購入するようにした。月刊誌の購入雑誌
を一部変更した。（ダヴィチとタウンみや
ざき）
・くろがね祭で、３年生の図書委員がしお
りを作成し、無料配布したところ、好評で
あった。来年度も実施したい。

２環境作り 3

３視聴覚機器の活用

学校全体に人権尊重の
精神を広め、その態度
や行動力を育成する。

人
権
教
育

農
務
部

保
　
健

図
書
部

渉
外
部

本校の教育目標を
実現するため、教
職員及び保護者の
共通理解・連携を
深める。さらに、
生徒の健全育成を
はかり、進路目標
実現するための活
動や研修・広報活
動に取り組むな
ど、ＰＴＡ諸活動
の充実・発展に努
める。

本校の教育目標
に則って、全職
員の共通理解の
もとに生徒の美
化活動・緑化活
動をとおして学
校並びに地域の
環境を美しく維
持発展させるこ
とに努める。

環
境
整
備
部

3

3

3

3

時代の進展に対
応し、地域の特
性を生かした農
業教育に取り組
み、地域社会の
発展に　　貢献
できる人材の育
成を目標とする 専門学習を基盤にした

自ら考え主体的に行動
する能力や問題を解決
する能力を育成するこ
とで、地域社会を担え
る人材の育成を図る。

3

１読書の推進

3

学校における全
領域、全教育活
動を通じて人権
同和教育を推進
する。

3

3

　1・２学期のＬＨＲは、各学年の特性に
応じて実施した。内容・時期的にまだ改善
の余地があるため、次年度はもう少し係の
方で詰めていきたいと考えている。
職員研修については、次年度に部落差別の
現状や問題点などについて、研修会を開け
ないものかと考えている。２学期には、次
世代ペアレント事業と組み合わてＬＧＢＴ
関係の講演会（職員研修会）を開催した。
生徒の姿勢は良好であったし、感想文を読
んでも意識の高さに驚かされた。講演会前
には、人権便りを通じてＬＧＢＴの概要を
説明したが、１２月には講演会の生徒感想
文をもとに、人権便りを発行しようと考え
ている。また、同月に３年生を対象に結婚
差別に関するビデオを見せる予定である。
今年度は、８月と１２月の人権同和教育の
県大会には、先生方や保護者の方々の御協
力を得ながら参加することになっている。

2

3

４委員会活動の充実

3

(1)清掃及美化活動の徹
底

3

(2)美化活動・ゴミの減
量化

通常清掃時の生徒の取り組みが以前に比べ
て悪くなっているように感じ、美化委員な
どの呼びかけなどで対応したい。
校内の草刈りや除草など環境整備の職員に
限らず積極的に動いてもらえる職員が多
く、係としては凄く助かってる。まだ経過
途中ではあるが粗大ゴミによる景観悪の問
題解決を目指したい。

保健教育・保健管理の
推進と生徒保健委員会
の活性化

学科の教育内容の構造
化・体系化を図ること
で学科の教育目標を明
確にし、座学と実習を
連動させた向上心を育
む特色ある農業教育の

体制を整える。

3
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3.3

 

2.6

2.8

3.6

2.3

生徒の多様な相談を受け入
れ、共感の立場から適切な
助言･指導を行う。
生徒の不安や悩みを早期発
見するために調査等を実施
し、活用を図る。

3

①不本意入学･目的意識の欠如･経済
的不安を持った生徒へ早期対応でき
る体制作りに努める。
②一年生に対し、「生徒理解調査
（Σ）」を実施し、結果の活用がで
きように努める。
③教育相談（学習･進路）期間を設
け、担任の面談の機会を確保する。

3

学科･学年･保護者･関係機
関との連携を深め、教育相
談を組織的、計画的に行
う。

3
④学年会に参加し、情報の収集に努
め、早期に、組織的に対応する。 3

生徒の特性に応じた対
応を組織的に行う。

3
⑤特別支援係や生徒指導部との情報
共有を図り、生徒の状況を的確に把
握し対処できるように努める。

2.5

①校務支援システムを誰もが安定し
て使える環境作りに努める

2

②保護者へのメールシステムの普及
を図り、インターネットを活用した
情報発信を行う。

2

③グループウェアを用いた活用方法
を検討し、利用を推進する。

2

④コンピューター教室、教育工学室
およびタブレットの活用方法を検討
し、多くの生徒が利用できる環境作
りに努める

2

①基礎学力の向上と、関連する進路
への指導体制の強化

2.7

②実験・実習など実践学習により、
農業に関する知識・技術を習得す
る。

3.0

③農業に関する進学者への指導・支
援の強化と合格率の向上

2.7

④資格取得の充実を図り、取得率向
上を目指す。

3.0

⑤基本的生活習慣を身につけさせ
る。

2.3

⑥プロジェクト学習、農業鑑定の推
進により、専攻実習や農業クラブ活
動の活性化を図る。

2.7

⑦先を予測した教科・実習指導・生
活指導の充実と、生徒理解の向上

2.2

⑧外部講師招聘・先進農家視察・イ
ンターンシップ等を積極的に進め、
地域との連携強化、学校開放に努め
る。

3.3

⑨職員研修・情報交換を積極的に行
い、教科指導・生活指導・農場運営
に反映させる。

2.7

⑩学級経営・活動、学科集会の充実
と支援

2.7

⑪学習成果、学習活動などを地域及
び中学校にアピールする。

2.5

⑫農場・校内の清掃指導の徹底 2.3

⑬農場施設・設備、農具等の整理整
頓、管理・施錠の徹底、計画的な更
新申請

2.7

⑭農具・農業機械・農薬使用におけ
る安全教育の徹底

2.7

・担任が未納者への連絡等を担うことは負担
にならないのでしょうか。（学校：事務部からの
連絡をした上で、全部に連絡をしてもらうので
はなく、長期未納など様々なケースがあること
から、段階を持って担任には協力してもらって
いる。）

・一度滞納すると、さらに滞納が重なる傾向に
ある。早期の督促、納入対策が重要であると
思う。（学校：最終的に現在は完納している
が、今後も滞納が懸念されるので、早め早め
の対応をしていきたい。）

・特別支援係や生徒指導部との情報共有を図
り、生徒の状況を的確に把握し対処できるよう
に努めるとあるが、今後さらに様々な特性を持
つ生徒の入学が考えられる。保護者対応も含
めて、組織的に関係機関と連携して取り組ん
でほしい。（学校：校内や関係機関と情報共有
を図りながら、慎重に対応していきたい。）

・時々、事件として取り上げられるてるような
データの紛失等への対策は十分でしょか。（学
校：コンプライアンス研修等で意識の徹底を図
るとともに、また自主点検を行い、機会あるご
とに注意喚起に努めている。）

・充実したＨＰをみてもらうきっかけとして
FaceBookの充実も期待される。（学校：次年度
から組織改編を計画しており、情報広報部門
の拡充を目指しおり、様々なニーズに対応して
いきたい。）

・GAPの取組は、今後ますます重要になると思
う。（現在、生物工学科と生産流通科で相互に
協力し、平成３１年度に向け農場改編を行って
いる。その中で、ＧＡＰへの取組が中心となっ
ている。高い教育効果が得られるよう準備をす
すめたい。）

・欠点者多い原因は、何か、全学をあげての
取組も必要。（学校：本校の学力向上の取組
は、県内でも先進的であると思われる。さらに
効果が上がるよう、取り組みたい）

・中間テストでの欠点者が多く、基礎学力
や課題などの提出率の向上に向けて指導が
必要である。
・四年制大学への進学希望者が増えてお
り、１年からの指導体制確立が急務であ
る。学科では進路対策セミナーを１回実施
し、意識向上につなげた。
・資格取得や農業鑑定に意欲的に取り組む
生徒がいる反面、興味を示さない生徒への
指導体制を見直したい。
・バイオ検定や農業簿記検定では多くの合
格者を出したが、危険物取扱者試験は合格
率が低かった。
・第１回農業技術検定２級に３名合格し
た。第２回に１級を２名チャレンジするな
ど後輩の見本となる動きもある。アグリマ
イスター申請　プラチナ１名ゴールド１名
シルバー１名
・多くの生徒が意欲的に学校生活を送って
いるが、基本的生活習慣が身についておら
ず、指導困難な生徒がいる。
・不登校生や不登校気味の生徒に対して関
係職員への協力など細やかな指導が必要で
ある。
・インターンシップや学科集会など、農家
や関係機関と連携しながら進めることがで
きた。
・実習中の更衣室施錠が徹底されていな
い。
・ＧＡＰへの取り組みが必要であり、併せ
て農場の環境整備や安全教育を進めていき
たい。

○週１回の情報交換の積み重ねは有効。た
だし、行事や出張の関係で、十分な情報が
集まらないこともある。学年会（学年主
任）との日常的な連携の方法をさらに検
討。
○第２回教育相談週間は台風のため１日短
縮され、担任は大変だった。相談週間内の
LHR、あるいはその前後のLHRを「面
談」として備えておくことはできないか。
LHR係（生指部）とともに検討。
○様々な特性や家庭事情を持つ生徒が今後
も入学してくる。各学年会や相談係の中だ
けでは、情報の収集・共有が不十分。年間
を見通した計画のもとに、全職員で情報共
有を行う機会を検討。
○指導上配慮の必要な生徒について、生指
部と情報の共有を図る態勢を作ろうとして
いるが、まだうまく機能していない。実務
的かつ長期的に機能する態勢を再度検討。
○日常的に支援の必要な生徒が在籍するク
ラスの、他の生徒の様子についても、日ご
ろから担任と情報交換を密にし、各方面に
協力を求めていく必要がある。

⑥学級担任等と連絡を密にしなが
ら、未納者への文書督促や電話連絡
を行う。

2

生徒の学力、生活習
慣などの向上

指導者の指導力向上

(3)施設・設備の整備充実を
図り、教育環境の向上に努
める。

校務支援システム・校
内ネットワークの普及
及び校務のスリム化

本校教育目標の
実現に向けて、
各部・各科との
連携を図り円滑
な学校運営を推
進するととも
に、教育環境の
整備・充実を図
る。

教
育
相
談
係

教育相談体制の
確立と運営の円
滑化を図る

事
務
部

生
物
工
学
科

情
報
推
進
係

校務を遂行でき
るような情報機
器の普及整備を
行い、教育の情
報化を図る

実践学習を通し
て基礎的な栽培
知識・技術を学
習し、更に農業
を科学的に学習
することで、植
物の生理生態を
理解し、実践
力・応用力のあ
る人材の育成を
図り、農業後継
者や関連産業技
術者、大学進学
者を育成する。

3

3

3

3

(4)環境に優しい物品購入や
省エネ対策を推進するとと
もに、光熱水費の対前年度
比３％減を目指す。

(1)法令を遵守し、相互牽制
を図りながら迅速で適正な
事務処理に努める。

(2)計画的かつ効果的な予算
執行に努める。

施設設備の充実、安全
管理の徹底

3

②各部・各科へ早期に予算配分を行
うとともに、常に全予算の執行状況
把握に努める。

2
(6)学校諸経費の適正化と透
明化を図るとともに、納期
内納入の徹底に努める。

3

⑤来客や電話など誠実に対応するこ
とにより、学校の印象度を高める。

3

・予算の執行については、各科とも計画的
な執行をしていただいているようである。
今後も節約をお願いしたい。
・旅行命令に変更があった場合は事務担当
にも連絡をお願いしたい。
・出勤簿の押印や休暇処理簿の記入がされ
ていないと事務処理ができないのでご協力
をお願いしたい。
・経済的に厳しい家庭や校納金納付意識が
低く長期滞納している保護者に対し、担任
や部顧問の先生方の協力は非常にありがた
かった。完納に向けて今後もよろしくお願
いしたい。

4

2

3

3

④宮崎県グリーン購入方針に基づく
エコ商品の選定・購入を行い、「県
庁地球温暖化対策実行計画エコプラ
ン」の取り組みを推進する。

3

①根拠法令を確認しながら起案を行
うとともに、相互牽制を図りながら
迅速かつ適正な事務処理に努める。

・宮崎県教育情報セキュリティが改訂され
ている。本校の教育情報セキュリティの至
急作成しなければならない。
・校務支援システムは、不具合等は校内で
対応できた。本年度は年度当初に本校用の
操作手順書を配布できた。
・ＨＰは本年度多くの先生が更新して頂い
ている。来年度以降もＨＰ更新をさらにお
願いしたい。ＨＰ更新方法の研修について
も案内や研修等を行いたい。
・来年度、県立学校情報基盤統合事業によ
り、各自パソコンのアカウント管理など学
校単位での運用・管理から、県で運用・管
理へ転換を行う予定です。

③日常点検や予算調査を通じて状況
を把握し、早期改善を図る。

(5)学校の窓口として、より
良い接遇を心がけ、開かれ
た学校の推進に努める。

3
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全職員で授業力の更なる向上に取り
組む

3.3

農業技術検定３級、簿記能力検定３
級、各種情報処理検定１級の取得を
目指す

3

学校農業クラブ活動を充実させる 3

農場の施設設備や環境の改善を進め
る

2.5

専門教育を生かした進路指導を強化
する

2.7

地域での活動（楠並木朝市など）を
進路指導や進路開拓に繋げる

3

インターンシップや企業視察、外部
講師を活用し、進路指導や進路意識
の向上に努める

2

キャリア教育の充実を図る 3

楠並木朝市など地域の活動を通して
専門教育の充実を図る

3

学科の特性を活かした活動に積極的
に参加し、地域社会に貢献する

3.5

生産・販売・流通・経営など幅広い
分野で対応する農業教育を展開す
る。

3

消費者ニーズに応じた農産物の生
産・利用のできる柔軟な発想を持た
せる

3.7

農場での実践教育を通して幅広い人
間性を育てる

3.5

社会で生きる上で必要なマナーを身
に付けさせる

2.5

地域活動へ積極的に関わり、社会人
として必要なコミュニケーション能
力を育む

3

特別活動へ積極的に取り組めるよう
な環境を作る

2.8

１年次から学科の目指す進路に沿っ
た行事（講話・視察・研修）を実施
し、進路意識の高揚を図る。

2.0

各学年において学期ごとに進路に関
する調査・面談を実施することによ
り、それぞれに応じた指導を行う。

3.0

日常の容儀指導及び事後指導の徹底
をはかる。

3.0

家庭との連携を密に図り、効果的な
指導を実践する。

3.0

部活動・農業クラブ活動に積極的に
取り組むような環境を作り、体力・
精神力・忍耐力及び協調性を身につ
けさせる。

3.0

生徒の進路に必要とす
る学習内容の精選を行
う。

3.0

教育内容の構造化によって学習内容
を明確にし、専門科目の教育課程
（単位数）の検討とシラバス（内
容）の再検討を行う。

2.5

最低限の専門的知識・技術を身につけさせ
て卒業させるために、学習内容の重点ポイ
ントを明確化し、シラバスの再検討が必
要。

職員研修を行い活用不十分な施設設
備の活用を図り、教育内容を充実さ
せる。

2.5

大学や地域との連携を図りながら、
本校の農産物を利用した加工食品の
研究・開発を行う。

2.5

学科の加工品を、生徒のアイデアを
活かしながらアピールを行う。

2.5

①挨拶の励行及びエチケット、マ
ナーの遵守

2.0

②保護者と連携し問題行動の防止、
意識の高揚を図る

3.0

③家庭・担任・学科との連携を密に
し、欠席・遅刻の防止に努める

3.0

④学科の特色及び生徒の実態に応じ
たキャリア教育の推進

3.0

⑤実習施設・設備の充実とそれを利
用したスペシャリストの育成

2.0

⑥測量や土木、環境に関する最新技
術の研修の充実

3.0

⑦地域及び中学校への積極的情報発
信

2.0

⑧環境問題と食糧生産への興味関心
を持ち、知識・理解を得る

2.0

⑨各種資格取得への意識啓発と合格
させるための授業および朝課外等の
指導体制の確立

3.0

⑩「生徒が主体的に取り組む授業」
への工夫・改善

2.0

⑪主体的な学習態度の育成と家庭学
習の定着化推進

1.0

⑫関連職種や大学進学に対応できる
基礎学力の向上(普通教科との連携）

2.0

⑬四年制大学や各種専門職に合格さ
せる指導の確立

1.0

⑭専門への意識高揚を目的とした大
学・企業との連携強化

1.0

⑮土木建設および鉄道関係企業の進
路開拓

3.0

・農業高校の特徴を生かした、近年、教育に求
められている地域貢献活動を通した教育は高
く評価できる。

・全体的に評価点の低いのが気になります。
（学校：担当する教職員の意識が高いため、結
果的に評価点が低くなる傾向にある。）

・体験を通して得た知識は、記憶に残り、実社
会においても役に立つと思う。さらに充実した
実習が期待される。

授業や実習、資格取得
などの内容や指導方法
を工夫する

2

3

1.8

2.8

進路実現のために、指
導・支援・情報収集を
強化し、学科の特性に
応じた進路決定を目指

す

地域の特色を取り入れ
た農業教育を推進し、
地域に根ざした特色あ

る学科を構築する

３　学力向上の意欲を
高める

3

学習意欲に欠け、居眠りや私語などの学習
態度に問題がある生徒が見られることか
ら、今後さらに指導していきたい。

日々の生徒の様子を密に保護者に連絡でき
ている。

県の関係機関や企業、協会との連携によ
り、現地研修や技術指導の機会を設定する
ことができた。

学校ＨＰを利用し、学科の情報発信に努
め、更に3学期は地域や中学校の職員、生
徒、保護者への情報ＰＲに力を入れたい。

前向きな生徒を邪魔する生徒、学習の必要
性を正面から否定する生徒がいるため、学
習することの大切さを徹底して、指導して
いきたい。
家庭学習の習慣はほとんどの生徒が身に付
いていないため、指導に苦慮している。

3

3

４　全員の進路目標実
現のための計画的かつ
継続的な指導の確立

3学期も現地研修や企業による技術指導、
出前講義等を通じて専門意識の高揚を図り
たい。

一人でも多くの生徒が自分の進路目標を達
成できるように、受験指導においては学科
の全職員を挙げてサポートしたい。

２　特色ある学科づく
りの推進

食
品
工
学
科

3

生
産
流
通
科

農業生産と流通
に関する知識・
技術、及び専門
教育を通して
培った人間性を
生かし、社会の
発展に貢献でき
る人材を育て
る。

環
境
工
学
科

日常生活に活用
できる食品に関
する基本的な知
識及び専門的な
加工や分析技術
を習得させ、自
ら意欲的・創造
的に取り組もう
とする態度を育
成し、将来、食
品の加工や分析
等に関する分野
を得意とする人
材を育てる

環境保全を考慮
した地域開発の
知識・技術を備
えたスペシャリ
ストのおよび社
会人としての定
着力の育成

各種施設設備を効果的
に活用し、本校農産物
を利用した加工食品の
研究・開発に努める。

2.8

既存の施設設備を活用し、時代の変化に対
応した加工品の製造工程の見直しができ
た。食品工学科の加工品や食品開発部で開
発した新商品。企業とのコラボ商品等の地
域への紹介や販売を行った。（お菓子のひ
ろやとのコラボでの高岡文旦を利用したス
イーツの開発、販売）

・各検定の合格率並びに合格級が低下して
いる。指導方法の改善を行い、生徒が資格
を確実に取得できるようにしていく必要が
ある。（原因は、情報に関してはスマート
フォン使用によるキーボードへの対応がで
きないことや読書力が低下して漢字を読む
力が低下）
・農業クラブ活動も十分な成果が出なかっ
た。意見発表は九州大会へ出場したが、プ
ロジェクト学習の最大の発揮点である発表
大会に出場できないなど、課題研究・プロ
ジェクト学習のあり方について検討してい
く必要がある。
・12月には3年全員の進路が決定した
が、売り手市場のため生徒の資質と企業の
マッチングが十分でない中での決定者もい
ると感じる。卒業までに社会人としてのあ
り方・生き方を学ばせ、離職がないように
していく必要がある。
・インターンシップについては受け入れ企
業が固定されつつある。学科の目標と照ら
し合わせて、さらにふさわしい受け入れ企
業の選定を行う。
・朝市など対外的な行事やイベントへ積極
的に参加することで生徒のコミュニケー
ション能力は付いてきているが、職員が常
に付く必要となり、働き方改革に逆行し、
代休の取得が困難な状況が生まれている。
行事の精選や代休取得がしやすい環境にし
ていく。
・生産物は、毎年考えながら地域性や生徒
の学習に最も良い物を栽培している。学ぶ
材料を多くすることで、興味関心・意欲の
向上につとめている。今後もしっかり取り
組んでいく。
・農場の整備が遅れている。安全に実習を
行うために年次計画をしっかり立て、改修
すべき所はしっかり改修し、生徒が安全に
実習できる環境にする。
・発達障害など様々な悩みを抱えている生
徒が増えてきている。農場で安心して実習
ができる環境整備をお願いしたい。

3

生徒各自が進路目標を
実現できる指導を行
う。

社会に通用する生活習
慣やマナーを身につけ
る指導を行う。

人間性を高めるための
工夫と努力を行う

2.4

3.0

2.7

学校全体としての指導体制が明確になりつ
つある中、家庭との連携をより密にし、効
果的な指導につながりつつある。部活動、
農業クラブ活動も充実し、すばらしい成果
となった。（部活動：高校総体でレスリン
グ個人優勝２名、女子テニスダブルス３
位、国体強化選手２名（レスリング、新体
操）。農ク：プロジェクト発表２位、意見
発表２位農業鑑定３位）

2.0

１　基本的生活習慣の
定着と社会人として通
用するモラル・マナー

の育成

１年生は3学期に食品工場見学等を計画し
ており、１学期は計画立案中である。２年
生は夏休みのインターンシップの準備が順
調に進行中。３年生は進路につながる製菓
講習会を実施。１年生から３年生まで学
習・進路・教育相談週間等を利用して充実
した指導ができた。



内　　　　容 評価 内　　　　容 評価 内　　　　　　　　　　　容 評価

学校評議員からの意見・提言
及び学校評価

反　　省

努　力　目　標 具　体　的　な　取　組　み基　本　方　針

①職員相互の研修の活発化と評価の
在り方についての研究

2.8

②家庭科技術検定試験２級３種目及
び１級１種目全員取得に向けた指導
の充実

3.5

③学校家庭クラブ活動の充実に向け
た取組

3.2

④探求的学習活動（ホームプロジェ
クト・課題研究等）の充実

3.2

⑤場に応じた生徒の発表の場の設定 3.6

⑥自己実現に向けた積極的取組を促
す進路指導計画の研究

3.3

⑦インターンシップ及び外部講師招
聘講習会の充実

3.5

⑧生活産業基礎・生活美学における
ｷｬﾘｱ教育の視点を取り入れた授業の
実践

3.3

⑨保護者との連携による遅刻・早
退・欠席の防止

3.2

⑩清掃及び挨拶の励行と服装容儀指
導の徹底

3.3

⑪異世代との交流活動や地域貢献活
動の活発化に向けた研究

2.5

①疑問点を解決したり、見直しをし
たりする家庭学習の習慣を身につけ
させる。

2.2

②課題を期日内に提出する習慣を身
につけさせる。

2.6

③計画的にテストに取り組む習慣を
身につけさせる。

2.6

④校則を守り、節度ある行動をとる
ことができるようにする。

2.9

⑤挨拶を進んで行うことができるよ
うにする。

2.4

⑥清掃に進んで取り組み、整理整頓
を行うことができるようにする。

2.7

⑦時間を守り、始業チャイムと同時
に活動を始めることができるように
する。

2.8

⑧LHRや総合的な学習の時間を通
し、自らの生き方を考え、進路意識
を高めることができるようにする。

2.7

⑨就職や進学の動向に高い関心を抱
くことができるようにする。

2.4

⑩資格取得に励むことができるよう
にする。

3.1

⑪各種HR活動に進んで取り組み、ク
ラス集団における個人の責務を果た
すことができるようにする。

3.0

⑫特別活動などに積極的に関わり、
協調性や帰属意識を高めることがで
きるようにする。

2.8

⑬日常的な生徒の変化をとらえ、保
護者との連携を密にする。

3.0

⑭家庭訪問を実施し、家庭環境並び
に自宅での様子を把握する。

3.4

⑮学級通信などを通し、クラスの現
況を伝える。

3.0

①遅刻・欠席・早退を極力させない
指導と、諸届けの義務を徹底させ
る。

2.8

②時間厳守と集団行動における規律
指導を徹底する。

2.3

③品性のとれた礼儀・服装容儀面の
徹底を図り、節度ある生活習慣を定
着させる。

2.3

④心豊かな生徒と良好な人間関係の
育成に努める。

2.8

⑤ベル着を徹底させ、授業に真剣に
取り組ませる。

2.7

⑥短時間でも自宅で毎日必ず机に向
かう習慣をつけさせる。

2.5

⑦成績不振者への効果的な指導を行
う。

2.2

⑧きめ細かな個人面談を実施し、進
路についての具体的目標を早期に確
立させ，向上心を育む教育を行う。

3.0

⑨LHR等を有効に活用し、キャリア
教育を推進する。（外部講師招聘・
インターンシップ等）

3.0

⑩進路に関する情報を積極的に提供
し、進路目標に対応できる学力の定
着や資格取得の推進を図る。

2.8

⑪ホームルーム活動を重視し、生徒
の主体的活動を推進し、学級委員
長・各種委員を中心とするリーダー
の育成に努める。

3.1

⑫特別活動に積極的に参加させ、ク
ラス・学科・学校における連帯感や
協調性を高める。

3.2

⑬修学旅行を充実させ円滑に実施す
る。

2.8

・学生本人はもちろん保護者自身も２学年の
過ごし方の重要性を理解してもらうと良い。保
護者同士の学年を越えた体験談や学科別の
意見交換の場があると良い。（学校：先輩ＰＴＡ
や卒業生など、学年ＰＴＡなどで話しをしてもら
う場面など検討していきたい。）

・将来の職業観や勤労観をイメージ的に持つ
ことのできるキャリア教育は、日頃の授業の改
善にも繋がるのではないかと思う。キャリア教
育の充実は今後とも重要である。

・「物足りない」というのはどういうことなので
しょうか。先生が感じていることか反省なの
か、教えていただきたい（学校：挨拶が全体的
にできていないことは否めない。生徒のあいさ
つ運動などもあるが、さらに気運を高めた
い。）

・朝８時２５分着席で８時３０分遅刻と５分間の
ブレが生じている様なので、どちらかに決める
必要があるのではないか。（学校：５分前行動
を意識づけたい。そのためには、８時２５分着
席などの指導は重要である。）

3

授業力及び指導技術の
向上

望ましい対人関係に
必要な資質の養成

生活習慣の確立

3

進路意識の醸成

3

学科の特色をいかした
学校家庭クラブ活動の
推進と生徒の主体的な
学習態度の育成

3

キャリア教育の視点を
取り入れた学習の推進
と進路指導の充実

基本的生活習慣の確立
とボランティアや異世
代との交流活動の推進

学習習慣の確立 3

⑬気になる生徒に対し、すぐに対応でき
た。相談部との連携もできたので良かった
のではないか。ただ中には生徒が悩んでい
るのを把握するのが遅くなった例もあっ
た。

3

学校行事・生徒会活
動・部活動などの特別
活動に積極的に参加す
ることを促す。

3

3

真摯で意欲的な授業態
度を育成し、基礎学力
の定着を図る。

3
基本的生活習慣の確立
及び集団性・社会性の
伸長を図る。

家庭との連携

⑪ポートフォリオの作成が課題。
⑫行事に向けてはよく協力して頑張ってい
たが、クラスの人間関係に悩んでいる生徒
も多い。

②資格取得に向け生徒の取組状況はおおむ
ねよいが、技術力低下に伴い全員合格が厳
しいのが現状。
実態に応じた柔軟な対応をとりながら、生
徒の技術力の向上に向け努力したい。

③生徒主体の家庭クラブ活動の推進。授業
の中での取組を増やしたり、農業クラブ等
と連携するなど、活動の幅を広げる工夫を
検討したい。

④県家庭クラブ研究発表大会では、２Ｌ河
山瞳がホームプロジェクトの部で発表し、
最優秀賞を受賞した。

⑤くろがね祭でのファッションショーは学
習成果の発表、学科のＰＲとして効果的に
実施できた。

⑥３年間を見通した進路指導計画の立案に
向け、進路指導部や学年会とも連携しなが
ら組織的な指導ができるような体制づくり
に向け努力したい。ポートフォリオの作成
が今後の課題。

⑨保護者との連携は担任を中心に密に行え
ている。連絡がつきにくい家庭もあり苦慮
している。朝の２５分登校はおおむねでき
ている。できていない一部は固定化してい
る。対策を講じたい。

⑪服装容疑で大きな乱れは少ないが、徹底
しているとは言い難い。全学科、全学年で
の統一した指導が求められる。

生
活
文
化
科

　食物、被服、
保育、家庭看
護・介護などの
各分野を体験
的、総合的に学
習し、専門分野
の基礎的・基本
的な知識・技術
及び技能を身に
つけさせ、生活
文化の伝承と創
造に寄与する能
力を養う。
　各種検定にも
積極的に挑戦さ
せ、知識や技術
の定着を図ると
ともに、地域と
の連携を推進
し、将来生活関
連産業で活躍で
きる人材を育成
する。

1
年
学
年
会
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高等学校3カ年
の基礎の確立
を、学習、生
活、進路の各方
面から図り、宮
農生の一員とし
て自覚ある行動
の取れる生徒を
育成する。

２
年
学
年
会

各部・各学科や
保護者との連携
を密にし、組織
的・機能的な指
導を行い、自立
心の養成に努
め、充実した学
校生活を送らせ
る。

①長欠生徒1人、また欠席・遅刻が多い生
徒が数名いる。
②８：２５着席がなかなか定着しない。徹
底させるには、学校全体で取り組む必要が
ある。
③服装容儀面で注意を受けることが多い。
特に、女子生徒で上着のボタンを留めない
ことで注意を受ける生徒が多い。気づいた
らその場で指導することを、職員一丸と
なって徹底すべきである。
⑤授業中の私語が多くなかなか集中できな
い生徒がいる。
⑥学習時間が少ないようである。特にスマ
ホ使用時間が多く、宅習調査そのものを生
かしながら、学習させる手立てを講じる必
要がある。
⑦中間テストで欠点を取った生徒に対する
指導が徹底できなかった。2学期中間から
期末テストまでの学校行事について再考す
る必要があるのではないか。
⑧三者面談、二者面談を繰り返すことで、
生徒および保護者との絆がより強まった。
⑨⑩インターンシップでは、生徒それぞれ
が自らの進路意識を高めたようであり、効
果的であった。学年ＰＴＡでは外部講師に
よる講演会があったが、どちらかといえば
進学に関する内容であったため、就職希望
の生徒にとってはあまり意味をなさないも
のであった。
⑪⑫くろがね祭ステージ部門では、各クラ
スとも生徒が中心になって進めることがで
きた。それぞれの生徒の良さやポテンシャ
ルの高さを確認できた。
⑬修学旅行では大きなトラブル等はなかっ
たが、直前にくろがね祭、期末テスト等が
あり、生徒にとって準備不足は否めないも
のであった。また、中学校の修学旅行が東
京になりつつあること、教職員の働き方改
革の流れの中で、修学旅行を見直す時期に
来ているのではないか。

自ら進路情報を収集す
る態度を育て、具体的
な進路目標を確立させ
る。

3

3

⑤他学年に比べてできていない。入学当初
はできていたのにできなくなった。部活動
生の挨拶も物足りない。
⑥自ら動ける生徒と監督がいないとできな
い生徒がいる。実習後の取組が悪い。
⑦定着はしていない。朝も８時２５分着席
ができない生徒がいる。３０分が正式な遅
刻であることから指導に困難を感じてい
る。
④目につく点…菓子類の持込、ブレザーや
学ランのボタン外し、髪飾り、携帯持込、
がさつな行動

3

3

3

⑧総学の内容を担任も把握して連携して進
路学習につなげたい。今学期は文章を書く
練習ができた。
⑨関心はまだ低いので、まずは３学期に始
める進路対策学習会のメンバーの意識を高
め、それに影響されるように全体の意識が
高まっていくとよい
⑩意欲が低い。

3

①クラスによって差はあるが、宅習や課題
を提出させることで、強制的にだが家庭学
習の習慣ができてきた。
②期限を守れない生徒は固定化。担任の協
力のもと概ね守れている。守らせる指導が
難しい。
③テスト前の学習会が実施できたのは良
かったが、成績不振者への対応が曖昧に
なってしまったので、教科との連携が必要
だった。全体的にテストに対する意識が低
く、欠点を取ってもどうにかなると考えて
いる様子が窺える。



内　　　　容 評価 内　　　　容 評価 内　　　　　　　　　　　容 評価

学校評議員からの意見・提言
及び学校評価

反　　省

努　力　目　標 具　体　的　な　取　組　み基　本　方　針

①生徒各自の希望進路に対応した指
導の充実

3.4

②進路情報の共有化 3.2

③進路指導部・学科・教科との連携 3.2

④保護者との連携（学年ＰＴＡ集
会・三者面談の実施）

3.3

⑤欠席・遅刻の防止 2.5

⑥成績不振・不登校生徒の早期把握
と対応

2.7

⑦授業、個別指導、小論文・面接指
導、実力テストの充実

3.0

⑧礼法指導（容儀・挨拶・言葉遣
い・話を聞く態度など）の徹底

2.9

⑨進路決定以後の学習意欲の維持 2.5

⑩各行事への積極的な参加 3.7

⑪生徒会・農業クラブ・家庭クラ
ブ・部活動への中心的な取り組み

3.6

⑫学年集会の適宜実施 3.0

⑬問題行動などの防止 3.0

・各学科、各学年の目標、取組について学力向上等、同じ目標や取組を設定するのも良いのではないか。次年度、各学科等の欠点状況も踏まえて集中的に取り組むも
のをあげるのも方法の一つだと考える。（学校：職員会議で検討している。また、同じ目標に向かい、それぞれの部署でどのよう亜なアプローチが可能かも次年度にむけ
準備しているところである。）
・生徒の良さや頑張りを生かしながら、重点目標を絞り、全生徒・職員で取り組む何かをあげると良い。

・成功体験を効果的に活用できると良い。（学
校：進路指導部が主管となり、学科別に進路
決定者が１．２年生に成功体験談を語る会や、
卒業生から在校生へ講話をするなど、企画・
実践している。）

職員・保護者と
の綿密な連携を
図りながら、組
織的・計画的・
継続的・機動的
な指導をおこな
う。

生徒一人ひとりの個性
や適性を尊重した進路
目標の達成に努める。

３
年
学
年
会
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2.9

3.8

社会人に見合った学
力・常識の育成に努
め、全員の進路実現に
繋げる。

ＨＲ・学年の団結を図
り、最高学年としての
自覚を持った生徒を育
成する。

○公務員希望者が多く早期に外部の専門の
方に説明に来ていただき良かった。今後も
継続できるとよい。
○就職コーディネーターの方に情報や的確
なアドバイスをいただくことができ助かっ
た。
○進路に関しては、２回の学年ＰＴＡ、各
クラスによる面談を随時実施していただき
保護者との連携を取ることができた。
○遅刻欠席が多く、該当者の固定も見られ
た｡学校推薦を受けられない生徒も数名お
り今後の手立てを講ずる必要がある｡１．
２年次からの指導が不可欠である。
○受験対策に気を取られたり、進路決定の
油断から２学期中間テストでは多くの欠点
がでた。また、以降も進路決定後の気の緩
みから、遅刻・欠席や容儀の乱れ、学習意
欲の低下を来した生徒も見られた。
○小論文、面接指導では多くの先生方のご
協力で、学科の枠を越えた指導ができた。
大学進学者の面接等の指導時期を早める手
立てが必要である。。
○集会時の話を聞く態度等は良かったが、
日常の容儀面や挨拶では指導を要する生徒
も見られた。

○体育大会ではクラスで団結し、３年生ら
しい取り組みが見られた｡その他の各行事
への取り組みも意欲的であった。
○集会等で機会ある毎に指導をしてきた
が、進路決定後にも無断アルバイトで指導
を受けた生徒がおり、臨時合同終礼で再度
防止に向けての喚起を行った。
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